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ま え が き

　道路交通は，人，道，車の３つの要素から成っており，これらを均衡的に改
善することにより，はじめて交通の安全と円滑とが向上する．このうち「道」
には土木構造物としての道路や沿道の建物などのハードウェアだけでなく，道
路の使い方，人や車の通行方法，つまり交通運用を規定するソフトウェアも含
まれる．さらに，ソフトウェアには道路交通法をはじめとする法律，規制，取
締りといった法規の分野と，交差点の導流化，信号制御，路面標示や標識，交
通需要管理といった交通技術の分野とが含まれる．
　我が国の現状においては，これらのうち交通技術の活用面で先進諸外国に先
行されており，その強化と拡充により今後さらに交通の安全と円滑とを図る余
地と必要性が大きい．しかしながら，我が国においては交通技術を正しく体系
的に習得する機会や場がきわめて限られているため，解決を要する課題に対し
て適切な技術をもって対処することのできる技術者が絶対的に不足している．
　本書は，交通技術の適切な活用を通じて，道路交通の安全と円滑とに寄与す
ることをめざしている．そのために，交通技術者として実務に携わる際に必要
な最小限の知識を，体系的かつ簡潔に記述している．加えて，交通工学研究会
認定TOP［交通技術資格者］資格試験の出題範囲を規定する役割も有している．
　本書の初版である『道路交通技術必携』は，2004年の交通工学研究会認定
TOP［交通技術資格者］資格試験の実施に合わせて刊行されたが，その後の
情勢の変化を踏まえつつ随時内容を見直し，改訂を行ってきている．2007年に
刊行した『道路交通技術必携2007』では，全体構成の大幅な見直しを行った．
また，2013年に刊行した『道路交通技術必携2013』では，再度全体構成の見直
しを行うとともに，自転車交通，ラウンドアバウト，道路事業評価などの記述
を新たに追加した．さらに，2018年に刊行した『道路交通技術必携2018』では，
2013年版の全体構成を引き継ぎつつ，自転車交通，ラウンドアバウト，生活道
路のゾーン対策，平面交差・信号制御の計画と設計などについて，マニュアル・
基準等の刊行・改訂を踏まえた記述の見直しなどを行った．
　一方，昨今の情勢を見るに，ICT・AI技術，交通ビッグデータ，自動運転技



術などをベースとした著しい技術的な発展や，それに伴う道路交通の安全・円
滑に資する対策の深化や，MaaSなどの新しいモビリティサービスの出現，更
に昨今の社会経済情勢の変化に対応した新しい施策や制度の改訂など，道路交
通を巡って大きな変化が生じており，本書についてもそれらを的確に捉えた改
訂が必要となっていた．
　以上のような経緯と背景の下，先に掲げた技術・制度・施策に関する最近の
変化を踏まえて構成・内容について全面的に見直し，検討を加え，この度『道
路交通技術必携2024』の発刊に至ったものである．本書は，2024年から交通工
学研究会認定TOP［交通技術資格者］資格試験の出題範囲を規定することに
なっている．
　今回，構成面での大きな改訂として，これまで第４編　交通の管理と運用の
一部に含まれていた交通渋滞対策について，新たに第５編として独立させると
ともに，TDMなど関連する記述も含めて再構成し，記述の充実を行った．そ
のため，これまでの６編構成を改め，第１編から第７編までの７編構成となっ
ている．第1, ２編は，道路交通運用にかかわる基礎的事項として，交通技術に
かかわる調査の内容と方法（第１編）および実際の交通現象の特徴，理論的背
景など（第２編）を述べている．第3, ４編は道路交通に関する要素技術を，そ
れぞれ道路の幾何構造設計（第３編），交通管理と運用技術（第４編）に分け
て説明している．更に，第5, ６編では，道路交通の安全・円滑を実現するため
の具体的な施策・対策技術などに着目し，交通渋滞対策（第５編），交通安全
対策（第６編）に分けて扱っている．第７編は，道路の計画と管理について道
路交通技術者が知っておくべき事項を扱っている．
　それぞれの編は内容的に独立しているので，読者は興味や必要に応じてどの
編から読んでいただいてもよい．本書では道路交通分野の広範な技術・知識の
中から基礎的必須項目のみを取り上げて，網羅的，体系的に効率よく学ぶこと
ができるように書かれている．したがって，実務上役に立つような事例や適用
法などの詳細までは，必ずしも触れていない．こうした実務上の課題解決，あ
るいは本質的な問題追究など，より詳細に深く学びたい人々のために，できる
だけたくさんの参考文献の照会先をつけている．なお，本文中で頻繁に引用さ
れる文献，または基本的で重要な文献については，【重要な文献】の形式で適
宜本文中の脚注に参照先を示している．この【重要な文献】に関する詳細情報
を，以下に列挙する．



【交通工学HB2014】交通工学研究会：交通工学ハンドブック2014　DVD-ROM
版，丸善，2014年

【平面信号基礎編2018】交通工学研究会：平面交差の計画と設計（基礎編）～計画・
設計・交通信号制御の手引～，丸善，2018年

【交差点事故対策手引】交通工学研究会：交差点事故対策の手引，丸善，2002年
【路面標示設置マニュアル】交通工学研究会：路面標示設置マニュアル，丸善，

2011年
【道路構造令解説2021】日本道路協会：道路構造令の解説と運用，丸善，2021年
【道路の交通容量】日本道路協会：道路の交通容量，丸善，1984年
【道路標識HB95】全国道路標識・標示業協会：’95道路標識ハンドブック，建

設省道路局・警察庁交通局監修，1995年
【交通工学通論】越正毅編著：交通工学通論，技術書院，1989年
【改訂交通調査実務の手引】交通工学研究会：改訂　交通調査実務の手引，丸善，

2019年
【改訂生活道路のゾーン対策マニュアル】交通工学研究会：改訂　生活道路の

ゾーン対策マニュアル，丸善，2017年
　初版から今回の改訂版にかけ，本書の執筆，編集に参画された方々の名簿を
以下に示す．これらの方々の多大なご協力に，衷心より感謝する．
　本書が我が国の道路交通の安全と円滑の向上に，いささかなりとも貢献する
ことを切望するものである．
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